































写真3 九州系 (左) ･島根方面 (右)の土器



































































のといえるでしょう｡ (野崎) 写真10 三仏寺奥院 (投入堂)
最近の発掘調査から 一鹿田遺跡第7次調査-
全国初 猿形木製品出土!lrっ
医学部基礎医学棟建設工事に先だって､今年の2
J126日から発掘調査を開始し､8月6日に終了しま
した｡調査の概要をお知らせします｡
現在の地表から深さ約 1mまでは､医学校敷地
造成時 (大正10年)の盛土です｡その下には水田層
が残っていました｡水田層を取ると中世 (鎌倉 ･室
町時代)の生活面が姿を現します｡その間にあるは
ずの近世 (江戸時代)の土層は削平されています｡
中世屑の下も削平されているようで古代層は残って
いません｡最下層は古墳時代初め頃 (約1700年前)の上層でした｡
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中世の生活跡は､溝や建物を示す多くの柱穴群､井戸が残っており､西隣で行った6次調査の結果も
合わせると､建物と井戸といった生活の場を溝で囲んだ屋敷地と考えることができます｡これらは出 し
土器や重複関係から13世紀 (鎌倉時代)頃と14世紀前半 (鎌倉時代末～室町時代初め)頃の2時期に大
別できますO古い時期では建物が焼け落ちたためか､大量の炭や灰が溝の中やそのと面をJilLく覆ってい
ました｡新しい時期の溝と柱大群は全体に規模が大きく､柱穴では直径70cm･深さ80cm前後のものが
目立ち､溝は幅5m､深さ1.5m以上という大規模なものです｡当時の4=.活を坊排させる道具類は､食
器 ･碇などの焼き物が中心ですが､その他に井戸の枠に利用された漆塗りの曲物や猿の形の木製占占(写
真12)などがあります｡特に猿形木製品の烏帽子をかぶった装束は猿回しの猿をかたどったもので､全
国的にも出土例は聞かれず､芸能史の研究からも注目されます｡
古墳時代初め頃に遡ると数棟の竪穴住居と掘立柱建物､井戸､溝などがあったようです｡井戸には壷
や賓が入れられていたのですが､票はほぼ完全な形に近いものが10個程も入っていました (写真11)0
これまでも鹿田遺跡では弥生時代から中世に至る集落の痕跡を調香してきました
が､今回の成果は､従来確認していた以上の集落の広がりやその具体像をより一
層端的に語っているようです｡ (山本悦此)
猿回しの猿 (高さ9.3C皿､幅3.5cm､厚さ1.5cm)
赤色と黒色の縞模様に彩色された烏帽子を被 り､顔と尻も赤く塗られている｡手
の部分と足下には穴が穿たれ､差込式であったようだ｡14世紀前半の大溝で発見
された｡古来､猿は厩の守り神とされ､猿回しは､その宗教的儀式として始まるO
装束を着けた猿が舞うという事例は､鎌倉時代の文献(｢吾妻鏡｣等)に見られる
1245年4月21日付けの記載が最も古いようである｡ (山本)
津島岡大遺跡第19次調査開始
1998年 7月から津島キャンパスにある理学
部棟の南東側で調査を開始しました011月に
は弥生時代の水田や溝の調査を行っていると
思いますoぜひ発掘調査を見学下さい○お待
.!-jT二iミ∴ ).
これまで全くの遺跡空白地であった三朝地区で良好
な状態で追跡 ･遺物が残存していたことは私たちにも
驚きでした｡今回その成果に基づいて二朝地区の歴史
を考えてみました｡このように僅かな手懸かりからで
も地域の歴史に迫ることができるのです｡ (の)
